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1. はじめに	 
	 遠隔地の高齢者を介護する子世帯は、被介護

者とのコミュニケーションに課題を持つ場合が

ある。本研究では，介護者-被介護者間のコミュ

ニケーション支援システムを試作した．	 

	 先行研究として，小幡は映像通信と共有電子

黒板の効果に関する考察を行い，その有用性に

ついて言及している[1]．さらに，望月らは常時

接続型コミュニケーション環境に関して，映像

通信と共有電子黒板を用いた情報伝達の有用性

について言及している[2]．高齢者でも利用可能

なコミュニケーション支援システムを実現する

ためには，多くの課題が残されている．	 

	 本研究では，映像とメッセージの共有による

コミュニケーション支援システムを，遠隔地に

住む介護者-被介護者間環境に応用するための課

題を明らかにすることを目指す．	 

	 本稿では、介護者および被介護者にとって、

設置および運用が容易なコミュニケーション支

援システムの構築方法について述べる。	 

	 

2. 遠隔地の高齢者とのコミュニケーショ
ン	 

	 遠隔地の高齢者とのコミュニケーションにお

いて，解決すべき課題がある．1 つは，コミュニ

ケーションシステムへの入力に関する課題であ

る．高齢者がユーザとなるので，システムへの

入力は，高齢者にとって容易である必要がある．

もう１つは，高齢者の状態を確認する際の課題

である．高齢者の映像を取得できる環境を構築

することで，高齢者の状態を確認する事ができ

るが，高齢者にとって容易に扱うことができな

ければならない．	 	 

	 
図	 1	 	 本システムの構成図	 

	 

3. 非対称インタフェースに基づく介護者
-被介護者間コミュニケーション支援

システム	 
	 本システムの構成図を図 1 に示す．情報伝達

の方法として，本システムは，手書き入力文字

の同期と，映像通信によるビデオチャットを提

供する．介護者と，被介護者が用いるアプリケ

ーションは，どちらも iPad 用のアプリケーショ

ンとして実装した．被介護者用のアプリケーシ

ョンは，介護者用のものと比べて機能が制限さ

れている．そのため，両者は異なるインタフェ

ースを持つ．	 	 

3.1. 手書き文字描画機構	 
	 本システムでは，通信相手に送信するメッセ

ージの入力方法は，iPad への手書き入力である．

描画領域上でタッチイベントが観測されると，

観測地点に点が描画される．これが連続的に行

われることで，描画領域への線の描画が行われ

る．このように，画面にタッチするだけで入力

を可能にすることで，被介護者が高齢者でも容

易に入力可能な仕様となっている．	 

3.2. 描画情報同期機構	 
	 手書き入力文字描画機構によって描画領域に

描画されたメッセージは，通信相手のアプリケ

ーションの描画領域に同期的に描画される．通

信相手が別のアプリケーションを起動している
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時にメッセージを入力した場合，通信相手が本

ツールを利用するためのアプリケーションを再

開した時に描画情報が描画領域に反映される．

これにより，手書きメッセージを書き置きとし

て利用する，非同期な情報伝達が可能である．	 	 

3.3. 映像通信機構	 
	 本システムでの，情報伝達の方法の 1 つに，

映像の共有によるビデオチャットがある．共有

する映像は，iPad 内蔵の前面カメラから取得し

た映像である．背面カメラは用いない．前面カ

メラから取得する映像は，本システムを利用す

るユーザの顔を想定している．	 

	 映像の共有によって，本システムのユーザは

お互いの表情を確認する事ができ，音声や手書

きメッセージによる情報伝達のフィードバック

を得ることができる．	 

	 ビデオチャットを利用するためには，通信を

行う 2 クライアントがビデオチャットを行う状

態に遷移する必要がある．本システムでは，子

供世帯側がビデオチャットを行う状態に遷移す

ると，被介護者側のアプリケーションも同期し

て状態が遷移する仕様になっている．これによ

って，被介護者が操作を行わなくても，介護者

が操作を代行することで本システムを利用する

ことができる．	 

	 

4. 評価実験	 
本システムの評価実験として，本システムの手

書きメッセージの同期遅延の計測実験を行った．

本実験は，手書きメッセージによってリアルタ

イムなコミュニケーションが可能かどうかを評

価するために行った．本システムを用いた手書

きメッセージによるリアルタイムなコミュニケ

ーションを保証することで，本システムのビデ

オチャット機能とリアルタイムに併用できる．

これら二つの機能を併用することで，手書きメ

ッセージに対する反応を，相手の表情から伺う

ことができる．	 

実験環境は以下の通りである．本実験は，iPad	 

Air	 2 台を用いて行った．実験に利用した機種の

OS は iOS7,CPU は Apple	 A7，メモリは 1GB	 を搭

載している．	 

実験の方法を説明する．一方の iPad の長辺に

沿って端から端まで直線を描画し，その同期遅

延を測定した．描画した線の本数は 500 本であ

る．	 

手書き入力のため，線一本毎にタッチイベント

の発生回数に誤差が生じる．そのため，本実験

では，線を一本引いた際に生じたすべてのタッ

チイベントの同期遅延の平均を計算し，グラフ	 

	 
図	 2	 	 同期遅延計算実験結果	 

	 

化した．その後，Undo 機能を 500 回使用し，そ

の同期遅延を測定した．Undo 機能は，描画した

線の本数に応じて遅延が発生するため，実験に

よって発生する遅延を計測した．	 

実験結果を図２に示す．図 2 から，手書き文字

の同期遅延は，線の本数によらず，ほぼ一定で

あることがわかった．さらに，発生する遅延は

微少であり，情報伝達のリアルタイム性を十分

に保証している．Undo	 機能の同期遅延は，線の

本数に比例して増加してたが，500 画分再描画し

た場合でも遅延は 0.98 秒であり，十分に小さい．

以上の結果から，手書きメッセージによるコミ

ュニケーションを，ビデオチャット機能を用い

ながら行う事ができると結論づけた．	 

	 

5. おわりに	 
	 本稿では，遠隔地の高齢者とのコミュニケー

ションを可能にするためのコミュニケーション

支援システムを試作した．本システムによって，

介護者と遠隔地に住む被介護者のためのコミュ

ニケーション環境を構築することができる．被

介護者が本システムを利用するための入力は手

書きのための画面タッチのみであり，本システ

ムは，被介護者が高齢者でも容易に扱うことが

できる．	 
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